
けられた。

終戦i在日j傑ぶにあ っ た鉄道のキロ数はつぎのとおりである。

医1 !YJ; 

f.'iï.k.W:総 大泊港 ・ 上敷1!'i 352.0 km 

t件 if ・ 外:;:: 沢 10.3 

~ 浜 . ~iJ(，i11fW 1.8 

~~: J'[ 線 IAM4 E l京 . n l向 83.8 

1工 間 ・ 浜 HI尚 1.8 

川上級 沼 ・ 川上JJ<:山 21.9 

約:iÁlllj線 本 斗 ・ 久平下 l付 170.1 

本 斗 ・ 浜本斗 1.3 

私 欽

Iff悌木会社線新 .゙g . ffl 多加1 18.6 

I羽 l1ji太炭鉱線本 斗 ' I )..j 幌JJ<: ILI 16.3 

以上欽jむの軌IH}はし 、ずれも 3'6" (1.067 m) 。

終戦の åil~i ~tl(~).，はソ jfÍ[;:に占領され，欽Jむの経~:~~もソ illU11の

手に移るに盗った。

重主考炎料 l王I:{J 鉄道停車場-~台帳 11日和 21 1下。(Jf沢道総務

1I日桁鉄道論(上)。日本国有鉄道編 隊illi -I' il三火。 (j車総武)

かりえさ 仮駅 海水浴i品，観光地等で臨時多容が予怨される

Þ!.)所に J -Æの則JI笥にかきr り旅客乗降のjfl} 1!児を凶って開設され

る訳。現千E国鉄では仮駅の設置は本社で行ってあらかじめ公示

し，営業キロ往も定められるがその IJ fI 業の 11与!tJJ も ~li られ， 利}fj

旅客も地方的であるので開設時!u]， 旅客のi刷且 l豆!日111鉄道管EJ!

局長が定めることとなっている。仮)!Rは被 'ì'l' E.ll駅で，広い:な味

では停車j幼であるが~業詰世間としての)!jiではない。~在国鉄に

は東海道本総布li r.ili外 1 9 の{反以がある。(政悦;万)

かりじょう こ うじよう 仮乗降場 季節(I(J に l良治:の集合する

i必合等旅得点Ilif.の幸l陥1!を |苅 るため!JJi以外のi泊所にa~ {J1Ii した采l冷

j劫をいう。 ι のほかに臨時来降ぬも 1&.*11年J劾と折、することがあ

る。

!lI.1'l医l欽では仮乗降場の設置は-1，ト1:で 11 っており，その開設

!UJl ffL 旅客の取扱区間等については欽j白竹 EJ!}， J 長が定める ι と

となっている。

!反来降初と仮i択との異なるところは， I!良来降t~には~;業キ ロ

粧が設けられず，道mは外プJ駅の.ffi í，(によることとしている点

である。 現在通勤 ・ 通学等のjf llf!l!を除|るため， 鉄道管鹿児長か

まり 臨時に列車を停車させ旅客の]以似を 1 r っている場所があり ，

これも仮'*降場または臨時来降14j と i並称する。(磯首-::m

カ 一 日夕ーダ (英) car retarder (独) Gleisbremse (仏)sabotｭ

frein ハ y プ線車場で仕訳中の穴1Iiを 11 動的に制御させる装

i位。ハンプ操IIï.l劾において1'(111 をブjî " ù 別融~に倣伝して仕訳を行

う幼合， 1'(111の形式 ・ 気温 ・ 天候 ・ 季節等によってその走行距

般を具にする。したがってこの貨車を仕訳線の適当なところに

止めるため制動作業が必要となるが， この作業は辿結手がl'tïlI

のIl1aliJに添来して，俗UífUJ梓(かん)を.li!.で踏んて'lliIJ !lilJするのが将

辺である。このプJ一法は多数の連結手を裂し， またその作業はき

わめて孟労働であり危険な作業でもあるので， :!c'(Jliの制lffhを l司

ifiiJ(JlJに行うために作られたものである。

1 f匀! ~i カ ーリ タ ー ダは， その型式上から分類すると

つぎの ようになる。

(1) レ ー ノレの両側に設けた1þiJ 1fi)jけたによって111阿をはさんで

制動するもの ア 水!正式 フレーリッヒ ~[ii (ドイツ) イ j王

紛i空気式 ユ ニオン型(アメリ カ)， ヨ ノレ グ ン型(ドイツ) ウ

fl1動 tit:;:J;; ジアレス抱(ア メリカ )。

(2) 軌jìJに磁場をつくり ， 走行JII輸に生ずる渦電流(エディ

力ーリターダ

カレ γ ト)の 1乍川により制限Jするもの一也隊式 エディカレ γ

ト f刊(ドイツ)。

(3) へムシューを俊械的に燥作するものー制動靴式 デロア

ゾ γJ目 (7 ラ γ ス)。

2 わが国にl~JTJ されているカ ー リタ ー 〆 '1VJ力に圧納笠気

を}fj\，、たユニオ /':'.mで ， ~}t(E新鶴見火1:11 (上りカ I ，;)))IJ のみ)，

大宮に設置され，今後も順次大ヤ ドに設置される傾向にある。

(1) ユ ニ オ γ型の 1j，iJ íF.h 磁h\'1(図ー 1，写真ー2 ， 5 )

1. ユニオン型制illJJ i畿情

2 カー 世タ ー ダ(新宮古見様Ilï )j品)

1 j，1Jlfljjけたは長さは 10.5 m または 14 . 1 m で 6 組または 8 組lの

j リン ダが1.8 m の間隔で制動けたに取付けられている。 11可

動けたの終点にはuï.線総がついて 3. 差動図

いて， 111丙が隙nそを受けてせりあ

がり，脱線したJ~;;合て'も i主総でき

るようになっている。 lI~Jillぬけたの

γ リ γ JJ に IE鮒j岱気が送られると ，

1j，iJ'lVJけたは図ー3 の矢印の方向に

差WJ して 111輸を 11iU即Jする。このi王 po 

結~気の 1 1'.力は将i直次の 5 段階に

p 

な っていて ， 転走する:!c't 1Iiの極績により，てこ扱所のノッチを

操作して所裂の 1lìlJ íf!hをかけ得るようになっている。

空気圧力 1 / ・ソチ 2 kg/cm' 2 ノッチ 3 kg/cm' 3 ノッチ

5 kg/cm' 4 ノッチ 7 kg/cm' 5 ノッチ 9 kg/cm' 

(2) カ ー リター〆の制動危ならびに減速値

カーリターダのハンプの勾配(こうばい)を定める場合に， 転

予をする l'(JI1が 11地 WJを受けてどの程度に減速するかをWI，Iベる必裂

がある。lIìlJ !fljJ:l止すなわち走行する貨車の巡回Jのエネルギを吸収

する誌はつぎの式で表わされる。

E =2 NKPS 

ただし E =ll�J!fljJ:W: (t-m) 

N=J'(車の持つIII取h数
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